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修 士 論 文 題 目 改訂版倫理的悩みの尺度一看護師版の開発
【研究の目的】看護師における倫理的悩みの尺度（Nurse Questionnaire (ADULT) s c a le )を日本 
語に翻訳し、『改訂版倫理的悩みの尺度一看謎師版』の信頼性と妥当性を明らかにする。
【研究方法】横断的デザインによる量的研究.日本語版に作成した改訂版倫理的悩みの尺度一看 
護師版を用いて被験者に、自記式質問紙調査票を実施する。①MDS-R 0 本語版の翻訳と使用許 





407部であった（有効回答率 48.1% )だった。改訂版倫理的悩みの尺度-看護師版の内的整合性 
を検IEするためCronbachの a 係数を算出した。FrequencyとLevel of Disturbanceの点数を乗算 
した得点において、全体ではa  = 0 .8 9であった。改訂版倫理的悩みの尺度一看護師版の構成概念 
妥当性を検証するために因子分析を行った。因子分析は、最龙法、プロマックス回転を行い4 因子 




【考察1本研究は、成人、小児、救急、集中治療室など幅広い領域で働く看護師（n = 4 0 7 )が対象 
であり、倫理的悩みを測定する尺度(改訂版倫理的悩みの尺度-看護師版)の開発として選択した。 
H am ricらの先行研究では、医師や救急、成人、小児科、精神科、集中治療室で働く看護師n :3 9 5




算した総合得点におけるa 係数は0 .8以上を認め、項目間の相関係数では0 .7以上安定性および内 
的整合性による信頼性は保たれていると考えられる。
【総括I 今回、開発した改訂版倫理的悩みの尺度一看護師版は、日本の看護師の倫理的悩みを 
測定するものであり、信頼性と妥当性が検証された尺度である。この尺度を臨昧現場で活用するこ 
とで、今後、0 本の看護師の倫理的悩みを評価することができ、また、倫理教育の一助に繫がると 
考える。
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